
 11月が終わりました。みなさんの様子を見ていると、以

前よりも受験に対する姿勢がよくなったように思います。

授業中の顔つきもとても素晴らしいです。しかし、まだまだ

勉強に対する意識に差があるように感じています。学年の

仲間には、色々なものを我慢している人、隙間時間を活用し

てコツコツ勉強している人がいます。まだまだ身が入らな

いという人は、その仲間の背中を追ってみましょう。何事も

100％というのは難しいことだと思います。ですが、体育

祭や合唱コンクールなど、様々な場面で素晴らしい姿を見

せてくれたみなさんならもっとできると信じています。1

日 1 日を大切に頑張っていきましょう。学年全体で、「受

験頑張るぞ！！」という雰囲気を創りあげられると最高で

すね！ 

 

 お忙しい中、三者面談へのご協力ありがとうございまし

た。面談を通して、ご家庭で受験についてよく話をされてい

ることがひしひしと伝わってきました。私自身、身の引き締

まる思いでいっぱいです。受験は険しい道のりの連続だと

思いますが、子供たちの背中を全力で押して参ります。今後

とも、ご協力よろしくお願いいたします。文責：並木 拓也

１１月７日（月）は立冬でした。朝晩の冷え込みが

厳しくなり、吐く息も白くなって、冬の訪れを感じま

すね。 

令和４年も残すところあと１か月となりました。今

年はどんな１年でしたか。４月に入学してから、毎日

の授業、校外学習、体育祭、定期テスト、合唱コンク

ールと、たくさんの思い出を重ねることができたので

はないでしょうか。 

新しい環境で、皆さんはたくさんのものを築きまし

た。そのなかで、たくさんの「気づき」もあったと思

います。授業で新しい発見をしたり、技術を向上させ

るコツに気づいたり、日々の生活のなかでふと大切な

ものに気づいたり・・・。 

中学３年間は、たくさんのことを感じて気づいて考

えて築きあげる時間です。一人一人に違いがあって、

一人一人にとって大切な時間です。そこにはいろいろ

な考え方や個性があります。 

自分を大切にするとともに、その多様な考え方を認

め合うためには“あたりまえ”について考えてみると

よいかもしれません。視点を変えてみると、気づかな

かったものが見えてきて、視野がぐっと広がることが

あります。お互いを認め合い、みんなが笑顔でいられ

る学年を創りましょう！     文責：猪谷 龍哉 

 

 

 

今年も残りわずかとなりました。１年間を振り返ってみ

てください。健康に過ごすことができましたか？免疫細胞

の働きは、平熱よりも１℃下がると３０％低くなり、１℃

上がると５～６倍になると言われています。平熱を上げる

ために不可欠なのが、体に必要な栄養素をしっかりとるこ

とと、適度な運動をすること。栄養と運動を見直し、朝夕の

検温を体調管理に役立てましょう。 

感染症予防の取組  衛生委員会で 

は、教室に加湿器を設置し、手洗い・ 

手指消毒の呼びかけ、換気、換気扇の 

稼働を強化しています。 

職員室前にある相談箱 職員室前に「相談箱」があること

を知っていますか？困っているけれど言いづらいな・・・友

達にも相談しづらいな・・・ということがある時は、職員室

前の相談箱の上にある紙に書いて出すと、相談したい先生

と相談ができます。心配なこ 

とや不安なこと、先生達が 

あなたと一緒に考えます。 

What do you want to be in the future?

先週、英語の定期テストでは「将来の夢」について出

題しました。みなさんの夢はなんですか？中学校２年生

だと、自分は将来何をしたいのか、まだイメージができ

ないこともあります。ここで、私が教師になろうと思っ

たきっかけを話したいと思います。私が高校 1年生の時

に、小学校時代の教育実習生の先生が小学生向けのキャ

ンプに、グループリーダーとして私を誘ってくれまし

た。初めて小学生を目の前にして、体を動かす楽しさと

教えることに魅力を感じ、その時、体育の先生になるこ

とを決めました。 

18 歳でメキシコシティーにある体育上級大学に進学

して、4年間学び、メキシコ市内の中学校で保健体育の

教師をした後に来日しました。やはり、日本でも学校で

仕事をしたいと思って、日本の英語教員免許を取得し

て、みなさんと会うことができました。 

みなさんは将来の夢をかなえるために何をしていま

すか？ 

まず、今からできることは勉強、家庭学習、家での手

伝いです。これらのことに積極的に取り組めば、必ず実

ります。夢がまだない人は、夢につながる第一歩になり

ます。 Good Luck! （＾_＾）  

 文責：クルス ヘラルド 


